
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 新型コロナウイルスの影響で、生活が様々変わり、大人でも何らかのストレスを感じている今、子ど

も達も、一見元気そうに見えても実は様々な所でストレスを感じ、それが色々な SOS のサインとして

現れています。くるみに来ている子の中にも、疲れが溜まってくると、頭痛を訴えたり、ケンカや泣く

子が増えたり、どこかイライラしていたり・・・親からすると困った行動も、実は子どもからの「困っ

ている」のサインかもしれません。そういった時の対処法を早稲田大学教育学部教授の本田恵子さんが

保護者・教職員向けにまとめています。お迎えの際にお配りしていますので、ぜひご家庭でも参考にし

てみてください。 

  くるみの会では、毎日沢山の子ども達が一緒に放課後を過ごしています。 

子ども達にとって放課後はすきなことを自由にのびのびと、そして仲間と遊べる貴重な時間です。 

しかし、今もなお新型コロナウイルスの流行が収まっていないのが現状です。 

くるみの会では感染防止のために消毒や個別のおやつ等務めているところです・・・が、 

最近、だんだんと子ども達の予防意識が薄れているように感じています。 

手洗いや消毒等はもちろんですが、近くに人がいる時にはマスクを着用する、プロレスごっこ等 

距離が近い遊びはしない（人と人との距離を保つ）など、ご家庭でも予防を話題にしてみては…！ 

くるみの会だより
置戸町放課後児童クラブ

 
令和２年９月２４日発行 

◎行事等は特にありません。 

◎引き続き公民館との分散開設になります。 

 

～お願い～ 

○公民館の入り口を入ってすぐに検温とアルコールが自動で出る機械が設置されていま

す。 

入館の際は検温・アルコール消毒をお願いします。 

○忘れ物が増えています。傘や上着・持ち帰りのおやつなど、確認をお願いします。 

記名も忘れずに！ （特に傘や１年生の黄色い帽子など） 

○９月中に来月の出欠表の記入・おやつ代を忘れずにお願いします。（出欠は電話・FAX

でも構いません） 

１０月号 



 

 

 最近、新しく室内遊びのアイテムをいくつか購入しました。低学年に人気なのは「マンカラ・カラハ」

というボードゲームです。なんと紀元前から世界中で遊ばれてきたものらしく、とてもシンプルな遊びで

すが、「先を読む」「駆け引き」などが必要です。子ども達は相手をかえて何度も対戦を楽しんでいます。 

 高学年に人気なのは「人狼ドッチ」と「カタカナーシ」というカードゲームです。どちらも言葉を使っ

てコミュニケーションをするゲームです。雨の日も室内は笑い声で溢れています。 

マンカラ・カラハ カタカナーシ 

人狼ドッチ 

お隣と少し間隔をあけて、 

個包装のおやつを食べています。 

帰ってきたら、まずは腹ごしらえ(^^♪ 

おやつの後は宿題も頑張っています！！ 

勉強が終れば、楽しい自由な時間♪ 

がんばれー！ 

外遊びも元気いっぱい＼(^o^)／ 


